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１．はじめに  

旧橋桁撤去は，旧橋について情報不足であることが

多く，新橋桁架設よりも難易度が高い．また，線路上

空部は列車運行や架線による施工条件の制約を受ける．

本稿では，施工方法の異なる２つの工事において，線

路上空部での旧橋撤去における技術的課題の検討を行

い，最適な施工計画を策定したので報告する． 

２．過去の施工事例の調査 

今回対象とする湯本，昭和橋こ線橋の施工計画を策

定するにあたり，過去の旧橋桁撤去施工事例としてク

レーン工法１件，架設桁工法１件を調査した．工法選

定や旧橋桁の重量，施工時間等を整理した結果，施工

計画策定時の留意点として，以下の点が挙げられた． 

1）施工方法の選定 

クレーン工法の事例では，クレーンヤードが確保で

きたこと，ガーダー設備を採用すると架設桁が約２週

間線路上空に張り出した状態になり，安全上の懸念が

あること，ガーダー設備よりも工事費が抑えられるこ

と等からクレーンを採用している． 

架設桁工法の事例では，クレーンヤードが確保でき

ないため，採用となっていた．また，ガーダー設備に

よる撤去の場合は，架設桁が不安定な状況で列車が運

行することがないよう耐震設備を設置している． 

以上のことから，施工方法の選定にあたってはヤー

ド条件，線閉き電停止間合等から工法を選定し，旧橋

桁が不安定な状態とならない施工計画とし，全体の工

期や工事費を考慮して，総合的に判断し，現場条件に

合った施工計画とすることが重要である． 

2）正確な桁重量の把握 

架設桁工法の事例では，既存資料と現地に相違があ

り，桁重量が当初想定の 137ｔに対して，現地調査の結

果 119ｔであった．また，クレーン工法の事例では，既

存資料から 103ｔと想定していたが，実測により 134ｔ

であることが確認されたため，クレーンの規格を 650

ｔから 1250ｔに変更した． 

 

 

いずれの施工方法であっても，桁重量が異なった場

合設備の見直しが必要になるため，正確な重量の把握

が重要である．しかし，旧橋が供用中の場合はジャッ

キアップによる重量測定ができないため，事前に構造

寸法の現地調査を行い，単位重量から精度の高い旧橋

桁重量を推定する必要がある． 

３．湯本こ線橋における施工計画 

湯本こ線橋は，在来線と河川上空に架かる６主桁の

合成桁で撤去桁の桁長は 31.5m である．ヤードが狭隘

ではあるがクレーンの設置が可能であったため，クレ

ーン工法を選定した．旧橋桁撤去施工計画の課題は，

クレーンサイズの検討，床版仮受方法，線路直上での

桁切断方法である． 

1）クレーンサイズの検討 

旧橋桁の財産図がなく，現橋が供用中はジャッキア

ップによる重量の測定ができないため，施工段階で夜

間き電停止にて線路上空部の桁の外寸を調査して重量

を算出した．その結果，設計時より桁重量が約 3ｔ増加

すると想定されたため，クレーンの規格を 500ｔから

650ｔに変更した．さらに，床版の厚さなど不明確な点

があるので，車線切換後に再度ジャッキアップや床版

のコア抜きにより桁重量を算出し，想定と大きな差異

がないことを確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 湯本こ線橋 旧橋桁撤去計画 
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2）床版仮受方法 

床版撤去時，床版を切断すると主桁との縁が切られ

て不安定な状態になる．また，線路上空部は夜間作業

となり時間の制約を受けるため，施工のトラブル等で

作業が中途で終わるリスクがある．したがって，安全

な状態で列車を運行させるためには，仮受が必要とな

る．仮受には，設計上必要な耐力と施工性の両方を確

保しなければならない．このため床版の下に梁材を渡

し，床版重量に加えて約 400kg のコンクリートカッタ

ーと作業員の重量にも耐えうる構造とした．これによ

り，安定した状態で連続した切断作業が可能となった． 

3）床版および桁の施工条件 

切断時に発生する水が線路上に落下する可能性があ

るため，床版の切断は線路閉鎖とした．切断ステップ

は，基本的に１列ずつであるが，最後は施工時の作業

スペースを考慮して２列ずつとした．切断した床版の

吊り上げ旋回は，200t 吊オールテレーンクレーンを用

いて桁の外側を旋回するため，き電停止にて撤去する

計画とした． 

鋼桁は，線路閉鎖で火花養生した上で横桁をガス切

断で６主桁を２主桁ずつに分割し，き電停止で 650tク

レーンを用いて２主桁１ブロックで撤去した． 

４．昭和橋こ線橋における施工計画 

昭和橋こ線橋は，新幹線と在来線の上空に架かる 32

主桁のＰＣ桁で桁長は 12.0m である．作業ヤードが限

られることと線路上空部での作業を減らすため，ガー

ダー設備による工法を選定した．図面から重量を想定

した上で形状等に大きな相違がないかを事前の現地調

査によって確認した．旧橋桁撤去施工計画の課題は，

縁切り方法，耐震設備の検討，サイクルタイム作成時

のリスク管理である． 

1）縁切方法 

アンカーボルトについては，事前のはつり作業で位

置と本数を把握し，桁吊上げ時のぶれ防止のためボル

ト周辺をコア削孔で縁切りした．アンカーボルトの状

況を早期に確認するため，パラペットの一部撤去を前

倒しした．ただし，耐震性能の確保のため，100mm 程度

残すこととした．縁切り方法は，ガーダー設備にある

程度荷重を持たせ，ジャッキで水平移動させることで

確認することとした．ジャッキアップによる縁切りも

検討したが，主桁本数が多く横締めの位置も不明なた

め，橋台前面にあと施工アンカーを打込んだ上で反力

の確保が必要となり，施工性等から不採用とした． 

2）耐震設備の検討 

ガーダー設備の耐震性能は，その状態で列車を運行

させるか線路閉鎖かで異なる．設計水平震度の設定は，

列車を運行させる場合は Kh=0.8，それ以外を Kh=0.2 と

して，各条件下で必要な耐震性能を確認した．また，

縁切後から旧桁撤去までの期間は，旧橋が施工された

時期の設計震度と同等である Kh=0.2としてパラペット

で負担させられることを確認した． 

3）サイクルタイム作成時のリスク管理 

旧橋桁撤去開始後は，旧橋桁が不安定な状態で作業

終了できないため，ヤード内に縦取りするまでは作業

を続行しなければならない．このため，列車遅延とジ

ャッキ故障時の交換時間の両方を考慮してサイクルタ

イムの中止判断基準を設定した． 

５．さいごに 

旧橋桁撤去においては，旧橋桁の詳細な状況を確認

するまで工法を決定できないことや仮設備の耐震検討

が必要となることが難易度の高い部分である．今回検

討したクレーン工法の湯本こ線橋よりも架設桁工法の

昭和橋こ線橋の方が運転手続きや線路上空作業は少な

い一方で，仮設備やそれらの耐震検討が多くなるとい

ったメリット・デメリットがある．線路上空部は，運

転手続が必要で夜間作業による時間制約を受けるため，

工程上のリスクも大きくなる．故に現場条件を考慮し

た施工計画を策定することが重要であり，旧橋の調査

期間や施工計画の検討期間を考慮した工程とすること

も重要である．

 

図 2 昭和橋こ線橋 旧橋桁撤去計画 
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